
第96回九州学⽣陸上競技対校選⼿権⼤会 
The 96ｔｈ Kyushu Inter University Track＆Field 

Championships 
 

要項 
Instruction for the Competition 

 
1. 主  催     九州学⽣陸上競技連盟 
2. 後  援     未定 
3. 運営協⼒     ⼀般財団法⼈ 熊本陸上競技協会 天草市陸上競技協会 
4. 協  賛        未定 
5. 期  ⽇     2026年5⽉8⽇（⾦）〜 10⽇（⽇）  

6. 会  場     あましんスタジアム（天草市陸上競技場） 
7. 競技種⽬     【男⼦22種⽬】  

100m・200m・400m・800m・1500m・5000m・10000m・110mH・  
400mH・3000mSC・10000mW・4×100mR・4×400mR・ 
⾛⾼跳・棒⾼跳・⾛幅跳・三段跳・ 
砲丸投（7.260kg）・円盤投（2.000kg）・ハンマー投（7.260kg）・や
り投（800g）・⼗種競技 
【⼥⼦22種⽬】  
100m・200m・400m・800m・1500m・5000m・10000m・100mH・  
400mH・3000mSC・10000mW・4×100mR・4×400mR・ 
⾛⾼跳・棒⾼跳・⾛幅跳・三段跳・ 
砲丸投（4.000kg）・円盤投（1.000kg）・ハンマー投（4.000kg）・や
り投（600g）・七種競技 
※WRkに申請済み(競歩は申請しない) 
TR4.4を適⽤しない。 

7. 競技⽇程     本連盟のホームページに掲載する「競技⽇程」を確認すること。 
8. 参加資格     2026年度九州学⽣陸上競技連盟に登録している者。 

ただし、第４回登録（4⽉13⽇）までに登録を済ませた者に限る。 
※個⼈種⽬については、出場できるのは1種⽬につき各校3⼈以内とす

る。また、1⼈が出場できるのは3種⽬以内とする（リレー種⽬は除
く）。 

※リレー種⽬については、各校1チームのみエントリーできる。 
※男⼦については、フィールド種⽬のみ1種⽬につき各校1⼈までオー

プン参加選⼿として出場できる。⼥⼦については、1種⽬につき各校
2⼈までオープン参加選⼿として出場できる。ただし、オープン参加



選⼿は予選ラウンドのみの出場とし、タイムレース等により上位8⼈
以内になっても順位は記録せず、また各校の対校得点に点数は加算
しない。 

※男⼦⼗種競技については、ターゲットナンバー（TN）を設定し、参
加申し込み時の記録より、上位12名が出場できる。エントリー総数
が12名を超える場合、原則として公認記録を有しない者は出場でき
ない。ただし、エントリー総数が12名以下の場合に限り出場するこ
とができる。 

 また、⼤学1年⽣に限り、⾼校時代の⼋種競技の公認記録を当該種⽬
の出場資格を判断するために取り扱うことがある。 

9. 申  込    (1) 申込書類  エントリー料振込明細書 
              (2) 申込⽅法  本⼤会の申込には、⽇本陸上競技連盟のエントリーシ

ステムを使⽤する。詳細に関しては、本連盟ホームペ
ージに掲載するエントリー関連資料を確認すること。 

(3) 申込締切      2026 年 4 ⽉ 20 ⽇(⽉) 23：59 必着 
これ以降は、いかなる理由があっても⼀切受け付け
ないので注意すること。また、申込時点で不備がある
場合は出場不可となるので、⼗分注意した上で送付
すること。なお、申込締切後の選⼿および種⽬の変更
は認めない。 

             （4）その他     ターゲットナンバー設定種⽬（⼗種競
技）に関しては、ターゲットナンバーから外れた場合の
み、4 ⽉ 21 ⽇以降に、該当する⼤学の連絡責任者に連
絡する。 

10. 参 加 料     (1) 1⼈1種⽬2,000円とする。リレー種⽬は1チーム3,000円とする。 
参加料に関しては、申込締切までに下記⼝座に団体名義で振り込む
こと。指定された振り込み以外の⽅法では⼀切受け付けない。また、
振込明細書を画像添付して九州学連のメールアドレスに送信するこ
と。 

 
  

 
 
 
 

(2) ⼤会当⽇、天候等の影響で⼤会が中⽌となった場合は、参加料のみ
返⾦を⾏う。 

※参加料は関してはいつ中⽌が決まっても返⾦を⾏うが、申し込みの際
の振込⼿数料や宿泊費、宿泊に伴うキャンセル料等、その他の料⾦に

⻄⽇本シティ銀⾏       港町⽀店 
普通⼝座            3100854 
九州学⽣陸上競技連盟   会計 安倍颯志 



関しては⼀切責任を負わない。 
(3) 競技者が⽋場となった場合、いかなる理由があっても参加料の返⾦

は⼀切⾏わない。 
11. 表  彰     (1) 得点⽅法は、各種⽬とも 1 位 8 点、2 位 7 点、3 位 6 点、4 位 5

点、5 位 4 点、6 位 3 点、7 位 2 点、8 位 1 点とする。オープン参加
選⼿を除く競技者が 8 名満たない種⽬についても、同様の得点⽅法
とする。 

                 (2) ⼤学ごとに、所属する選⼿（オープン参加選⼿を除く）が(1)の得点
⽅法に基づいて獲得した点数を合計して対校得点および順位を決定
する。対校得点が同じ場合、より上位となった選⼿が多い⼤学を上位
とする。 

(3) 男⼦の部・⼥⼦の部それぞれにおいて、トラック種⽬、フィールド
種⽬、混成種⽬それぞれについて、(2)に基づいて⼤学ごとの対校得
点および順位を決定する。また、男⼦の部・⼥⼦の部それぞれにおい
て、⼤学ごとのトラック種⽬、フィールド種⽬、混成種⽬すべての対
校得点を合計し、総合得点および総合順位を決定する 

 
(4) 総合優勝校(男⼦の部・⼥⼦の部)には優勝旗（男⼦の部のみ）・賞状・
優勝杯・トロフィー、トラック優勝校・フィールド優勝校(男⼦の部・
⼥⼦の部)・混成優勝校には賞状・トロフィー、各部⾨ 2 位および 3
位の学校には賞状を授与する。 

(5) 各種⽬の優勝者には賞状・メダルを、3 位までの⼊賞者には賞状を
授与する。 

(6) 最優秀選⼿（男⼥各 1 名）には賞状・トロフィーを授与する。 
12. 出場校受付      出場校受付は、5 ⽉ 8 ⽇（⾦）の競技開始時刻までにインフォメーショ

ン・センター（陸上競技場⽞関ホール付近に設置）で必ず⾏うこと。 
13. 代表者会議   代表者会議は、陸上競技場外に設置する会議室で⾏う。各校の代表者

１名は必ず出席すること。⽇時は、本連盟のホームページに掲載する
「競技⽇程」を確認すること。 

14. 開閉会式    式は実施せずにアナウンスによって開会、閉会を周知する。 
15. 注意事項      (1) 本⼤会は、2026 年度⽇本陸上競技連盟競技規則および競技会にお

ける広 告および展⽰物に関する規程、本⼤会競技注意事項および申
し合わせ事項に基づいて実施する。 

(2) 男⼥ 10000m については、公認 10 ㎞ロードレースの最⾼記録また
は（5000m の最⾼記録）×2＋2分を、申込の際の参加記録としても
よい。男⼥ 10000mW については、（5000mW の最⾼記録）×2＋2
分を、申込の際の参加記録としてもよい。 



(3) アスリートビブスは、本連盟が指定した 2026 年度の登録番号が書
かれているものを使⽤すること。 

(4) 競技に使⽤する⽤器具は競技場のものを使⽤する。ただし、やり、
砲丸、円盤、ハンマーについては、検定を受けて合格すれば、1 種⽬
につき 1 ⼈ 2 個まで個⼈のものを持ち込んで使⽤してもよいが、持
ち込んだ⽤器具は、希望がある場合、持ち主以外の競技者に使⽤させ
なければならない。また、使⽤に際して破損等の事故が発⽣した場合
は、当該使⽤者が責任を負うものとし、主催者側は責任を負わない。 

   ※検定に関しては、競技注意事項を注視すること。 
(5) 競技者は⽋場を極⼒避けること。やむを得ず⽋場となる場合は、以

下の要領で申し出ること。無断での⽋場に対しては、その競技者の今
後の本連盟主催⼤会の出場を認めない等の厳しい処分を課す場合が
あるので、⼗分に注意すること。 
① 5 ⽉ 4 ⽇(⽉)までに⽋場となることが決まっている場合は、本連

盟ホームページから⽋場届をダウンロードし、5 ⽉ 4 ⽇(⽉) 23：
59 までに本連盟へ FAX で送付すること（郵送は不可）。  

② 5 ⽉ 5 ⽇（⽕）以降に⽋場となることが決まった場合は、⼤会当
⽇、⽋場届（インフォメーション・センターで配付）に必要事項
を記⼊して、招集所（フィニッシュライン付近の⼊退場⼝に設置）
とインフォメーション・センター（陸上競技場⽞関ホール付近に
設置）の 2カ所に提出し、承認を得ること。 

(6) 競技中の発病・負傷に関して、主催者側で応急⼿当は⾏うが、それ
以上の責任は負わない。ただし、2026 年度（公社）⽇本学⽣陸上競
技連合普通会員は、原則としてスポーツ安全保険に加⼊しているの
で、この保険が適⽤される場合がある。必ずマイナ保険証または資
格確認書を持参すること。 

(7) 主催者は、個⼈情報の保護に関する法律および関連法令等を遵守し
て個⼈情報を取り扱う。なお、取得した個⼈情報は、⼤会の参加審
査、プログラムの編成および作成、記録公表、その他⼤会運営に必要
な連絡等に利⽤する。 

(8) ⼤会の映像・写真・記事・個⼈記録は、主催者および主催者が承認
した第三者が、⼤会運営および宣伝の⽬的で、⼤会プログラム・ポス
ター等の宣伝材料、テレビ・ラジオ・新聞・雑誌・インターネット等
のメディアに掲載することがある。 

(9) ⼤会に参加する学校は、本連盟が要請する審判・補助員を責任をも
って派遣しなければならない。原則として、要請通りの⼈数を派遣
すること。要請に著しく従わない場合は、⼤会への参加を認めない
場合がある。  

(10) その他の注意事項については、本連盟ホームページに掲載する
「競技注意事項」、「申し合わせ事項」、「競技場練習についての注意
事項」を必ず確認すること。 



16. 宿  泊    宿泊を希望する団体は、株式会社⽇本内外旅⾏が斡旋を⾏うため別
紙申込書から申し込むこと。詳細については、本連盟ホームページに掲
載する「宿泊について」を確認すること。 

17. 報道規制     本連盟ホームページに掲載する「写真および動画撮影についての注意
事項」を確認すること。 

18. 前⽇練習     本連盟ホームページに掲載する「競技場練習についての注意事項」を
確認すること。 

19. 駐⾞場      本⼤会においては、駐⾞場として使⽤できる場所に制限がある。詳
細は、本連盟ホームページに掲載する「駐⾞場利⽤について」を確認
すること。 

 


